
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
基準不適合発生箇所 

エアバッグのインフレータ（膨張装置）において、製造管理が不適切なため、点火剤が設計通り調合されてい

ないものがある。そのため、衝突時にエアバッグが展開せず、乗員が過度の傷害を負うおそれがある。 

 

改善措置の内容 

対象となるエアバックの位置が車両により異なるため、以下のいずれかの改善措置をおこなう。 

①運転席のエアバックユニットを良品と交換する。 

②助手席のエアバックユニットを良品と交換する。 

③運転席のシートエアバックユニットを良品と交換する。 

④助手席のシートエアバックユニットを良品と交換する。 

⑤運転席および助手席のシートエアバックユニットを良品と交換する。 

 

識別 

運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に外―2428 のステッカーを貼付する。 
注：        は不具合箇所を示す。 

改善箇所説明図 
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